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令和８年７月 9 日 

 

件名　松江歴史館夏の企画展 

「松江の町人太助の日常－つらつら、おぼえ日記－」の開催 

 

【内容】 

松江歴史館では、企画展「松江の町人太助の日常－つらつら、おぼえ日記－」を開催します。江

戸時代後期の松江城下に暮らした町人太助は、47 歳から晩年までの 29 年間を日記に残しまし

た。本展では、この「大保恵日記」を手掛かりに、働き、遊び、神仏に祈りを捧げて過ごした太助の
お ぼ え

日々と松江の人々のいとなみを紹介します。 

　 

◆会　　期　　　７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）　 

〈休館日〉毎週月曜。祝日の場合は翌平日。ただし、8 月 10 日（月）は開館。 

◆会　　場　　 松江歴史館　企画展示室 

◆開館時間　 ９:００～１７：００　 ※観覧受付は１６：３０まで 

 

【みどころ】　 

①江戸時代後期 松江の町人の日々の暮らしを当時生きた人物の目線から紹介 

文政 9(1826)年から精緻に綴られた日記は、会話や太助の心の内を交えつつ、日々の暮ら

しが臨場感たっぷりに描かれています。本展では太助の目線から当時の暮らしを紹介します。 

 

②松江の町人の仕事、交流関係、住まい、娯楽なども紹介 

　  太助が毎年楽しみにしていた娯楽の一つが杵築大社（今の出雲大社）の「富くじ」で、現在の宝

くじのようなものです。本展では富くじで使った資料を展示するとともに、富くじをモデルに景

品があたる抽選会も会期中に開催します。 

 

③絵図を使って当時の様子を分かりやすく紹介 

　  「松江城下絵図」などを使い、太助の仕事場や住まいの位置や規模感などを分かりやすく紹介

します。 

 

【問い合わせ】 

文化スポーツ部　松江歴史館　担当：笠井、大島　　　電話：0852-55-5511　 

 






